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石本 進 農業 78 男 

・ひろしま農業協同組合理事 

・竹原市農業委員会委員 

・大井手水利組合代表 

水稲 

露地野菜 

施設野菜 

認定農業

者の行う

農業に従

事してい

る親族 

なし    

農業で生活できる指導を行いたい。 

農協改革を推進し、資材を安くする。 

広島県の指導者がいないので、どうにか

したい。 

土居 民喜 農業 77 男 

・営農指導員（農協中央会） 

・宅地建物取扱責任者 

・ひろしま農業協同組合 

竹原営農センター長 

・ひろしま農業協同組合理事 

・竹原市農業委員会委員 

・竹原市農業委員会農地利用最適

化推進委員 

露地野菜 その他 なし      

農業を取り巻く環境は大変厳しい状況下

にあると認識しています。 

鳥獣被害の増加、農業従事者の高齢化、

担い手不足等により荒廃農地、耕作放棄地

等が増加していると思われます。そうした

中で持続可能な農業を目指して農地等の利

用の最適化への推進といった重要な課題が

あります。 

このような課題に対して正面から向き合

って取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

渡橋 昭二郎 農業 83 男 

・小梨地区生産組合役員 

・小梨地区中山間地域会役員 

・農事組合法人サンファームおな

し代表理事組合長 

・竹原市農業委員会農地利用最適

化推進委員 

・竹原市農業委員会委員 

水稲 

露地野菜 

果樹 

認定農業

者等であ

った者・ 

集落営農

組合の役

員 

なし    

農業者が高齢化する中で、竹原市農業委

員として農地を維持管理し見守っていきた

い。 

北嵐 浩 
行政

書士 
61 男 

・超音波洗浄機、半導体関係の機

械設計の仕事に従事 

・行政書士 

なし 該当なし なし 
広島県行政書士会 

会長 原田 誠 

行政書士の品位を保持し、その業務

の改善進歩を図るため、会員の指導

及び連絡に関する事務を行う。 

資格：行政書士 

構成員：1,257 人 

 行政書士は、農地法の手続等を通じ農業

に深く関与しています。 

北嵐浩会員（行政書士）は、竹原市の行政

相談員としての経験もあり、また 61 歳とい

う壮年であり、行政に関する理解と情熱を

有し、第三者的立場の農業委員としてふさ

わしい人材であり、自信をもって推薦させ

ていただきます。 
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宮崎 信之 農業 71 男 

・高崎１農業振興区長 

・高崎地区自治会長 

・竹原市農業委員会委員 

・高崎地区農業振興区長 

水稲 

露地野菜 

果樹 

該当なし なし    

農業従事者の高齢化に伴い人手不足等が

進み、耕作放棄地が増加しているので、そ

の対応に取り組んでいきます。 

 また、若者の農業離れが進んでいるので、

魅力のある作物、農業が楽しいと思える試

作を見つけたいと思います。 

赤坂 佳折 

農業 

清掃 

アパ

ート

経営 

55 女 

・認定新規就農者 

・竹原市農業委員会委員 

・認定農業者 

水稲 

露地野菜 

果樹 

認定農業

者 
なし    

 新規就農者の相談にのり、農地を借りた

りする橋渡しをしたい。 

天内 達也 農業 61 男 

・仁賀酒米栽培研究グループ代表 

・アダプト大谷棚田会代表 

・西谷地区共同防除組合役員 

・中西谷中山間地会会長 

・西谷地区田植え機利用組合代表 

・亀山３中山間地会役員 

露地野菜 

果樹 

集落営農

組合の役

員 

あり    

 竹原市の農業発展のため、離農者の農地

の引継や休耕田の開拓を実施し 470 アール

の水稲栽培を実施しています。また竹原市

の要望により昨年から「ふるさと納税」に

参加し、今年も「竹原の米」を出品予定で

す。 

今後さらに農業活性化のためにスマート

農業にも取り組む予定であり、個人の力だ

けでなく農業委員会に入会し竹原市の発展

のために尽力していきたいと考え応募いた

しました。 

 

 

 


